












ふるさと富山　地震・津波防災ハンドブック

県では、津波防災地域づくりに関する法律に基づき、最大クラスの津波が悪条件下で発生することを前提に、シミュ
レーション調査を実施し、津波による浸水想定面積、最高津波の水位や到達時間、津波による人的被害などを予測して
います。

太平洋側で発生する海溝型地震による津波との違いについて
津波は、地震によって隆起する地盤の広さや高さによって、その発生範囲や水位が異なり、東北地方太平洋沖地震の
ような海溝型地震による津波は、一般的に、地震により隆起する地盤の高さ、広さが大きいことから、広範囲にわたっ
て発生し、しかも、その高さは高く、継続時間も長くなる傾向にあります。
一方、本県で想定される断層型地震による津波は、海溝型地震に比べると、一般的に、地震により隆起する地盤の高
さ、広さが小さいことから、その発生範囲は狭くなり、高さは低く、継続時間も短くなる傾向にあります。
※２つの地震の発生する仕組みや違いは、1ページを参照してください。

《富山県の津波と東北地方太平洋沖地震による津波との違い》
①地震により隆起する地盤の比較

②波形図の比較

《富山県の津波の主な特徴》
・浸水深5mを超える区域は、沿岸から概ね10m以内で、沿岸のごく一部の地域に限られる。
  ※「3m以上5m未満」→沿岸から概ね20m以内（一部の地域で最大200m）
      「1m以上3m未満」→沿岸から概ね200 ～ 300m以内（一部の地域で最大400m）
・津波水位は、入善町の10.2mが最高（法律に基づく津波浸水想定の対象断層Ｆ45）。　
・最高水位は第1波又は第2波で、その後、急激に減衰する（継続時間が短い）。
・海面が変動を開始する時間が全般的に早い。また、最高津波の到達時間が早い地域もある。

例：富山湾西側（F45）の場合→入善町10.2mが7分後、呉羽山断層帯の場合→滑川市6.8mが3分後、
     糸魚川沖（F41）の場合→高岡市3.3mが16分後、に到達

県内に影響を及ぼすおそれのある最大クラスの津波を引き起こす断層
富山県に影響を及ぼすおそれのある最大クラスの津波を引き起こす断層は、「日本海における大規模地震に関する調
査検討会」と「日本海地震・津波調査プロジェクト」から、次のとおり断層モデルが公表されています。
津波防災地域づくりに関する法律に基づく津波対策の基礎となる津波浸水想定の設定に必要な調査の対象とする断
層は、検討会が公表した糸魚川沖（F41）と富山湾西側（F45）の断層、呉羽山断層帯です。
日本海地震・津波調査プロジェクトが公表した断層は、県民の安全・安心のため、防災上の観点から参考として調査

したものです。
※「参考」とは、法に基づくものではないという意味です。

《最高津波の水位と到達時間》

沿岸
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氷見市 3.8 15 7.2 10 4.6 25 6.4 10
高岡市 3.3 16 3.2 18 2.4 28 4.1 17
射水市 3.5 64 4.2 7 4.1 17 6.0 4
富山市 4.3 48 4.7 11 5.5 2 6.2 11
滑川市 3.1 16 5.6 9 6.8 3 7.5 9
魚津市 3.1 16 4.9 6 5.5 2 6.4 6
黒部市 3.2 19 5.0 6 3.6 4 6.1 6
入善町 5.3 27 10.2 7 2.7 10 11.5 7
朝日町 5.7 40 6.3 9 2.8 33 8.0 9

富山湾沿岸で発生しうる最大クラスの津波は、歴史記録に知られておらず、どのような現象が起きるか想像しにくい。その
ような中、想定される大津波の波高（水位）は、より頻繁に発生する寄り周り波と同等であるということから、県民の理解を促
進し、防災対策を講じる上で、両者を比較する意義は大きい。
� 〔富山県防災会議地震対策部会　竹内専門委員�富山大学名誉教授〕

富山県の津波5 

東北地方太平洋沖地震呉羽山断層帯

※ 富山県の津波の特徴を理解し
たうえで、想定以上の津波高
や浸水範囲となる場合にも備
えておきましょう。
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幅約150㎞

幅22㎞×長さ35㎞

8 ㎝ / 年

日本海溝東北地方

太平洋プレート

北アメリカプレート

ユーラシア
プレート

長さ約450㎞

日本海における大規模地震に関する調査検討会
日本海地震・津波調査プロジェクト
呉羽山断層帯

すべり量2.9ｍ

断層の向き

下盤だけを示したもの。
上盤の動きを矢印で示しています。

断層の傾き

深さ

すべりの
大きさ

上盤

（傾き45°の純粋な逆断層）

地震による断層のすべり

下盤

45° 地震発生 すべり量（最大）
30ｍ
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